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株式会社三祐コンサルタンツは社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助を得て､

平成5年5月15日から5月31日までの17日間にわたり､ベトナム社会主義共和国の

農業･農村開発に係わる4案件のプロジェクト･ファインディング調査を行った｡

ベトナム社会主義共和国は1987年以降ドイモイ(刷新)政策を通じて､国家計画経

済から市場経済に移行を始め､急激に変貌している｡ べ国は近年非常に厳しい経済環境

に立たされながら国民生産は1991年に約4%､ 1992年に8%の成長を達成してい

る｡

国営企業の民活化に代表される私企業の振興による工業の発展にも拘らず､べ国に於け

る農業は依然として国家経済を支える支柱となっている｡

かかる状況下で当該調査案件を実現するために､日本の技術協力並びに経済協力に対し

て期待するものが大きい｡ これらの事業計画が日本政府の協力する案件として取り上げ

られ､わが国とべ国との技術･経済協力として推進されることを期待致します｡

平成5年6月

株式会社 三柘コンサルタンツ

取締役社長 渡辺 滋勝
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1.ベトナムの一般概況及び農業現況

1.1 社会軽済動向

ベトナムは急激に変貌している｡ 1987年以降ドイモイ(刷新)政策を通じて､政府は国家を

社会主義市場経済に移行を始めた｡ 1988年にいくつかの農業改革が導入され､個人営農奨励

による農民刺激策､価格統制の撤廃､及び政府への米生産割当の廃止が盛り込まれた｡農家

は長期耕作権を与えられたが､土地所有権は国家に依然帰属しているo

1989年以降､政府は次なる政策を打ち立てた｡

① 民間企業の合法化

② 価格の自由化

③ 国内取引の管理撤廃

④ 税制の改正

⑤ 通貨管理変動相場制の導入

⑥公共企業休への自主性の奨励及び助成金の減額

ベトナムは近年非常に厳しい経済環境に立たされている｡それは主要援助国であり主要貿

易相手国であったソ連の消滅であり(1988-90年の間ソ連の援助は国内総生産の6%に達して

いた)､アメリカの貿易･投資禁止令の継続である｡それにもかかわらず､ベトナムの国民総

生産は1991年に約4%､ 1992年推定で8%の成長が達成された｡

非政府部門は国内総生産の約75%を産出し､工業分野で45%､国内総生産の半分を占める

農業分野で97%に達した｡非政府系工業生産高は,家庭､組合､民間企業または非登録製造

業によるものであるo

民間企業が合法化されて以来､靴製造､被服縫製､家具製造など製品を扱う家内制手工業

が復活したo また､絹織物業や窯業などの農村工業も復活した｡国内市場用皮革靴などいく

つかの製品は､非政府部門が優勢となっているム これらは消費財の供給増加に貢献している｡

また､非政府部門は雇用市場の占有率を伸ばし､今日では全雇用の88%に達している｡雇用

業種別にみると農協従事者を含め農業が雇用機会の80%を占めている｡

企業は､しかしながら､融資を受けることが襲しい現状にある｡銀行は相対的に開発途上

であり､融資先の多くは国営企業である｡外資は特に東アジア諸国から受けており､都市部

で重要なインパクトを持ち始めた｡

国営企業は依然卸売部門で重要な役割を有しているが､ 1987年の国内市場占有率41%から

1991年の約25%に低下した｡自由市場価格は国営企業製品価格の80%程度であり､農産物も

これに近い状態である｡

ベトナムは社会主義国家でありながら､ 12,000の国営企業は国内総生産の1/4に過ぎない｡

国営企業の多くは小規模であり､工業部門でさえ平均従業員225名程度である｡国営企業の約

1/3が1980年代束には赤字決算である｡
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政府は国営企業の経営効率化のため労働力削減を断行した｡ 1988-1990年の間､総労働力

の14.2%から11.9%に落ち込んだ｡

予測として､これらの企業の個人所有は一つの選択肢であろうが､政府は電力及び鉄道な

どの国家保障に関する企業や､利益率が高いタバコや穣造企業を保持すると予SrJされる(しか

し外国企業と合弁する可能性は高い)｡また､政府は合資会社に移行することも興味を示して

いる｡更に新破産法が効力を采たした時､国営企業の解散･整理を断行すると予測される｡

失業及び不完全就業iま深刻化しているo 国営企業でかなりのレイオフがあると同時に､カ

ンボディアからの撤退後50万人の兵士が復員した｡これらの余剰労働力を経済部門に吸収す

る方策が迫られている｡

人民の多くは､しかしながら､既に変革に取り込まれている｡過去5年間で所得は年率6%

上昇しており､農業の自由化で一部の農家は恩恵を受けている｡

指標:人間開発度 国連加盟国･地域中1 15位

一人当たり国内総生産
〝 156位

インフレ率(1991年) 83%

国内総生産の内公共企業休の赤字率(1987年) 5%

出典:1993年人的資源開発報告書,1993,UNDP

1.2 農業現況

1)農業政策

戦後の計画鐙済下に於ける工業化､中央集権及び価格統制政策によりもたらされた経済分野及び地域格差の是

正の為､内需と共に輸出促進の為､ 1 9 8 0年代に至り農業分野の革新が不可欠となった｡ 1 9 8 1年迄は大規

模生産組合の開発を目的とした農業生産の拡大モデルの建設に注力された｡ 1 9 8 1年からは本モデルの弱点と

増大する食糧需要から､モデルの改革が必要となった｡改革努力にも拘らず,結果はかんばしいものではなかっ

た｡ 1987年-1988年の深刻な食糧不足とあいまって､政府は1988年4月本格的な改革にのりだした｡
生産､投資､流通径路(自由市場)の自主決定権がこれまでの共同組合から農家個人に移管された｡生産物の

強制集荷に代わり自由流通が導入された｡更に劇的な変化は土地の個人所有(最大5 0年間)が認められたこと

である｡農業生産に於いては営農権が農協に代わり個人農家に移動した｡ かかる革新の結果､農協の主たる役

割が金融､農産物販売､貯蔵､回収業務に集中することとなった｡ 匡l立農場は再編成と新規作物の導入に移行す

ることとなり､土地は個人農家に貸付られた｡

径済の目覚ましい発展とともに､政府は主食の供給と社会安定の為の適切な備蓄､外貨不足を補う農産物の輸

出､国民栄養水準の改善を目指した畜産物の増産､食品加工産業坂興の為の原材料供給を目指した工芸作物の増産

に重点をおいた1 9 9 0年代の農業の開発戦略を策定した｡

第7回全国代議員会議は1 9 9 1年-1 9 9 5年に於ける農業分野の開発目標を次の如く設定した｡

-1 食糧生産

国内金糧問題の解決と国家安全保証の確保の為,年間2､ 5 0 0万トンの食糧生産(3 4 0 k g/一人)
｡ 並びに1-10 5百万トンの飼料及び輸出農産物の確保｡
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-2
畜産･食肉加工の開発

飼料増産,優良家畜品種の開発､防疫薬品の開発及び輸出用食肉製品の改善等による畜産生産の全農産

物の占拠率3 0 %に拡大｡

-3 工芸作物

茶:栽培面積を95､ 000baに拡張し､ 54､ 000トンの生産と5｡ 6億ドルの輸出による

外貨獲得

桑 ‥ 養蚕振興の為､近代処理工場の建設し､桑栽培面積を15､ 000baから35､ 000ha

に拡大し､ 420トンから2､ 000トンに増産をはかる｡

棉 栽培面瞳を12､ 800haから50､ 000haに拡張し､ 9､ 000トンから

45､ 000トンに増産する｡

2)問題点

- 1農用地の急速拡張による土地の疲弊

開墾と移住による再編成により耕作地は1 9 8 6年には1 9%に拡大されたが次のような深刻な問題

もたらしている :-

a

b

C

d

e

山岳地域に於ける森林破壊と土壌浸食

表層土の栄養代替物の不足と多毛作によう土壌の劣化

海水によるメコン･デルタに於ける酸性土と塩気土壌問題

害排水施設等不十分な農業基盤による洪水干害のたび重なる被害

防疫予知システムの未開発と対病品種と予防薬剤供給の不足による頻繁で広範囲に起こる病気

-2 食糧不足

年率2o 2%に達する人口増加率は特に北部に於ける食糧不足の要因となっているo 食糧生産の安定

化と増産のため､次の諸問題を耕地の拡大無しに改善しなければならない

a.高収量品種と肥料の不十分な供給流通による低収量

b.不適切な処理施設･機材による高い収穫後損失

c.不十分な藩概排水施設

-3 改革に伴う構造問題

涜適相手及びシステムの変化が資本と物資の不足をもたらしている｡ 更に､農業基盤の未整備が虎通

を含む農業活動を阻害している｡

a

b

C

肥料､普及種子､農薬等農業生産資材の不足
道路,船､港､貨車等輸送施設の劣化

私営農家に対する不十分な金融システム
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図1.3.1農業･食品エ某省組成図

政策管理者議会

農業生産担当副大臣

加工担当副大臣

外務担当副大臣

科学技術担当副大臣

南部担当副大臣

(平成5年6月現在)

国 際 協 力 局 財 務 程 理 局

栽培植物防疫局

科 学 技 術 局

械化･電化･食品迦壬 畜 産 獣 医 局 #c.

科学技術研究･訓練網

1.塵墓塾豊艶窒整

2.昼萱盈堅塁珪整鑑真亜

3.塁墓二塁塞丑重畳
4.南部農業研究所

5.土壌･農薬特性研究所

6.食用作物研究所

7.オーマン稲研究所

8.メイズ研究所

9.コーヒー研究所

10.茶研究所

ll.ゴム研究所

12.甘庶研究所

13.農業計画･事業研究所

14.獣医研究所

15.畜産研究所

16.南部農具･機械化研究所

17.農業計画設計施工研究所

19.農業緯漬研究所

20.作物品種試験センター

21.農業機械式敦センター

22.南部農業電機センター

23.南部作物品種試駿センター

24.養蜂研究センター

25.馬鈴薯栽培研究センター

26.水牛転農式敷場

27.農林大学

28.中等職業訓練苧枚

29.専門訓練学校

30.職業訓練学校

生産･事業･抽出網

1.国営食桂公田(VINAfOOD i,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ)

2.へ◆けム野菜･果実公社(VEGETEXCO)

3.農業資材稔合会社(VIGECAM)

4.へ一けム食糧輸出入公社(VINALIHEX)
5.へ●けム農産物輪出入公社(AGREXPORT )

6.へ一けム畜産･家禽製品輸出入公社(ANI班Ⅸ)

7.へ●けムコーム稔合会社(RUBEXIH)

8.へ一けム養蚕企業連合(VISER)

9.へ●けム甘庶･砂糖会社(I ･ ⅠⅠ)連合(VINADUGAR)

10.へ一けム植物油会社輸出入連合(VEGOILIMEX)

II.へ一けム茶企業連合(VINATEA)

12.へ一けムコーヒー企業連合(VINACAfE)

13.へ一けム養鶏企業連合(VIⅣAPOUTRY)

14.穀物輸出入･良美投資会社(GRAINCO)

15.獣医公社No. 1(VETEVINA)

16.農業建設.地域開発企業迎合(CUCCACO)

注意:王簸で示される局及び研究所は､本調査に関連する機関である｡
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サービス業務網

1.情報センター

2.電算センター

3.日越国際開発コンサルタンツ株式会社

(JAVIDEC)

4.農業図書印刷企業

5.農業図書出版所

6.農産物輸送企業



国名:ベトナム社会主義共和国 案件名:紅河デルタ地域米収積後処王里･流通改善計画

計画図(調査地)

1)テーックホーン農業鶴城化会社

2)タン1tン農業機械化会社

3)シーキトウイ農業携械化会社

4)チャイチャン農業烏城化会社

5)ヒーンミン農業機械化会社

6)フォントウ農業根城化会社

7) 1.アマック食品bDエ会社

8)ナムタイン食品加エ会社

9)京アンソン食品加エ会社

10)キLテン農業携械化会社

/

＼

′

ヽ

＼

)･＼.ノ

)

ヽ■■-■■
ヽ

I-
-.

＼

,<'

ノ′ノ

＼
ー

＼

Tu Liem, rlanoi

Tien Son, Ha Bac

Gi且 LaⅡⅠ, ヨanoi

Vu Phung Thieu, Hanoi

Thanh Oai,只a Tay

I)ng Roa, ua Tay

DU㌢ T呈en, Nan Ha

Nan Ninb･, NazD Ha

xuan Thuy, Nan HTa

Kin Son, Ninh Binh

＼

1

｢･･＼
＼
iノ

/

ノ●

良

＼

/

㌔

＼
/

＼

､､､-''｢こ
(J

ヽヽ

J

＼

＼

㌔

1

＼

＼
･ J1.

＼

7

3

●

＼

＼

)

＼ ＼ ｢

J' し′.
.,･く-･/＼
●｢

位置図

./,A-'｢

ヽ

.∫.ノー･一ヽ`･

＼

)

7

(･-･1

/‾

(/
..j

■■′{-

1

(

＼ノ

＼

メ

i

2

8 ●
9 ●

'J.1
1

10 I)

一｢●

Lh
l

しL
●l

＼

＼､.･へ

r

>-･-

＼

J｢
ノ

＼
′ヽ

l

.)/

●

Ate



2.1紅河デルタ地域米収穫後処理･涜通改善計画

2.1.1経緯･背景

紅河デルタはハノイ市(Hanoi)､ハイフォン市(Ha主 Phong)､ハタイ省(Ha Tar)､ハイフン

省(Hai Hung)､タイビン省(Thai Binh)､ナムハ省(Nan Ea)事1､ニンビン省(Ninh Binh)書2の

7行政管轄地から構成され書3､メコンデルタと並びベトナムの2大米生産他の1つとなって

いる｡

注:書1,*2の省は1991年12月にハナムニン省(Ha Nan Ninh)から分離した省である｡

紅河デルタは”.･の7行政管轄他に加え､広義的にビンプ省やハ/ミック省を含むことがある｡

2大デルタにおける稲作農家を取巻く状況は対照的である｡メコンデルタに比較し紅河デ

ルタの平均叔丑が低いのは､自然条件が厳しい上に農業インフラが整備されていないため､

台風､洪水､干ばつの影響を受け易いからである｡また､一年中を通し湿度が高く､病害虫

被害が大きく,貯蔵時に籾が劣化するため収穫後損失が大きい｡

また､紅河デルタの人口密度は高く､メコンデルタでの農家一戸当たりの耕作面積0.4627

haと比較すると､紅河デルタでは0.2397haとなっている(農業機械化研究･設計所謂べ)｡この

差を年間稲作農家粗収入で試算すると,以下の通り約2:3の農家経済格差が生じており､その

差は平均的公務貞の給与の半年分以上に匹敵する額である｡更にメコンデルタでは美作が盛

んなため実質的な差はこの比率以上である｡この試算には､自家消斉米､物価等が考慮さて

いないが､紅河デルタ地域における稲作農家の生計は厳しく､この所得の南北格差がベトナ

ム国の民生の安定を脅かす要因となっている｡
√‾'

>

表2.1.1紅河デルタとメコンデルタの年間稲作農家粗収入比較

紅河デルタ メコンデルタ

a.耕 作 面 積

b.平均米換算収量

c.年 間 収 穫 回 数

d.収 穫 後 損 失

e.生 産 丑

f.小売米買 上価格

米価(普通米)

0.2397h&

3.42ton/ba

1.76回

1,226kg

15%

0.4627ba

3.67ton/ba

1.32回

1,905kg

米価の約82%

2,200ドン/kg 2,000ドン/kg
()1)イ) (トチミン)

農家一戸当たり

1990年

踏査結果

収穫後処理技術研究所調べ

農家一戸当たり

踏査結果

1993年5月15日現在

年間稲作農家粗攻入 2,212,000ドン 3,124,000ドン

23,200円 32,800円 1993年5月(1円=95.33ドン)

(出典: Economy 良 Trade of Vietnam 1986-91, General Statistical Office, 1992他を基

に作成)
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稲作農家所得を改善するためには､港救施設の整備､肥料や殺虫剤の農業投入財､高収量

品種の導入も欠かせないが､政府の財務状況や農家程済の現状から鑑みて現実的かつ速効性

があるとはいえない｡また,政府は1991年に米価及び流通の自由化を実施したが,多くの農

家がこの恩恵を受けているとはいえない｡従って､政府は収穫後処理施設及び末端流通の整

備を通じて､社会主義市場経済への農家の参加を促すことを望んでいる｡

2.1.2 地区概要

紅河デルタ内の籾/米の末端流通の中心的役割を担っているのは､公営農業機械化会社や

公営食品加工会社である｡ベトナム政府は本計画の対象公営会社の選定に当たって､ ①耕作

面積が200ha以上､ ②受益農家戸数が1000戸以上､ ③精米施設を設置できる建物を所有してい

ること､ ④組織力及び技術者を有すること､ ⑤電気･水道などユーティリティー施設が完備し

ていることを考慮している｡

表2.1.2 対象公営会社の概要

現在の組織名 場所
人員 数地面積 受益農家 耕作面積

(人) (ba) 戸数(戸) (ha)

1)テ小ックホtlン農業機械化会社

2)タンホン農業機械化会社

3

4

5

6

シ1'ヤトウイ農業機械化会社

チャイチャン農業機械化会社

ビンミン農業機械化会社

フォントウ農業機械化会社

7)ホアマック食品加工会社

8)ナムタイン食品加工会社

9)ホアンリン食品加工会社

10)キムチン農業機械化会社

Ttl Liem, Hanoi

Tien Son, :a Bac

Gia LaJn, Hanoi

Vu Phng Thieu, Banoi

Thanh Oai, Ha Tar

ロng Hoa, Ha Tar

Duy Tien, Nan Ha

Nan Ninh, Nan Ha

Xuan Thug, Nan Ea

25

58

68

150

71

93

30

60

78

Rim Son, Ninh Binh 32

0.6

2

2

6

3

5.7

2

10

3.8

0.7

1,250

1,490

1,177

1,420

2,200

1,750

1,656

7,600

1,505

1,799

262

320

311

320

315

400

315

700

320

370

2.1.3 計画概要

1)事業内容

本計画は､選定された公営会社を母体とし､籾/米の末端流通ステーションとして整備す

ることを目的にしている｡事業内容は､選定した10ケ所の公営公社に､輸送機材､簡易貯蔵

庫､小規模精米施設､品質管理･管理機材､ステーション支援機材､管理機材､米副産物加工

機材を具備することである｡

2)事業の意義

①質的･量的収穫後損失の低減｡特に不適正な乾燥による籾の劣化の防止及び近代清

米施設による歩留の向上を図ること｡

②上流(中央政府)からでなく下流から市場経済システムの活性化を支えること｡事
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業実施後､末端流通ステーションは売り先(各省の食糧公社配下の食糧買付所ある

いは自由市場)､時期(貯蔵庫利用による放出時期の決定)､サービス形態(農家の

要望により精米業務のみか集荷･乾燥･精米･貯蔵･流通の一括業務か)などの選択肢

を得ることができる｡これらにより､現状より極めて効率的な籾/米の流通が望

める｡ (図2.1.1参照)｡

③農家に市場経済システムの恩恵を与え､更に農業活動にインセンチイブを与える

こと｡

④農家の生計を安定化させ､都市への余剰労働者の輩出を抑制すること｡現状では

ハノイ市等の都市での就業機会が極めて少ない一方､近年の民営化やカンボディ

アからの復員により潜在的余剰労働者が北部地域に極めて多い｡

⑤人口増加に伴う北ベトナムの米不足に対応すること｡現在､メコンデルタから国

営食糧公団(VINAFOOD)によって 不足分が補なわれているが､輸送機器(海上輸送)

が老朽化し､港湾施設も規模が極めて乏しく､南から北-の米の流通に支障を来

たしている｡収穫後損失の低減による米流通量の増大は､北の米不足に対応する

速効性のある手段である｡

⑥籾の脱穀､乾燥､運澱は婦女子にとって重労働であり､流通ステーションがこれ

らの農作業に対しサービスを供給することによって､婦女子の重労働から解放さ

せること｡

⑦副産物の利用により､糠油や家畜用飼料を製造し､農村工業を起業させること｡

現在､政府は全国的に畜産振興を唱えているが､安価な飼料の供給が課題となっ

ている｡

3)上位計画･長期計画との関係

1991-95年の5ケ年計画における農業政策の到達点は以下の通りである｡

(》食糧の自給

②農産物の輸出による外債(特に旧コメコン諸国に対して)の返済と外貨の獲得

③協同組合と国営農場の維持

④都市部消費水準を維持しつつ､一定の農村部の収入の確保

⑤自然環境の保護

前述の｢事業の意義+と照らし合わせると､本計画は食糧の自給及び一定の農村部の収入

の確保に大きく責献するものである｡

4)相手国の関心の程度･内容､案件発掘の背景(情報ソース)

本計画の責任機関は農業･食品工業省 農業機械化･電化･食品加工居である｡当局は同省内

で農村地域のハード面の開発を手がけている部署であり､近年の改革によって農村構造が荒

廃することを未然に防(･役割を担っている｡その一環として本計画を提案しており､関心度

は非常に高い｡また､本計画に閲し地方レベル(省や郡町村人民委員会)からの問い合わせも

多く､籾/米の末端流通ステーションのニーズは大きいと政府は認識している｡事業実施に

当たっては､農業機械化･電化･食品加工局と省人民委員会の間で｢事業実施委員会+設立に

合意に達している(図2.2.2参照)｡
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5)当該案件に関して他の援助国/機関の動向

本計画に対し､他の国/機関からの接触はない｡ベトナム政府は日本の精米施設の歩留の

高さ､耐久性及び技術水準を熟知しており､日本国からの援助を求めている｡米の収穫後処

理･流通の分野では､ 1983-91年の間､ロNDP(実施機関FAO)が国営食糧公団に対し総額303･3百

万ドルの無償技術協力を行った｡しかし､ 1991年の米価格/洗通の自由化で国営食糧公団の

役割は集荷及び輸出業務中心となった｡本計画は域内の農家の稗益に直結する末端流通を改

善するものであるので主旨が異なる｡

6)期待する次のステップ

ベトナム政府の財務状況や事業の公共性の高さから無償による援助を求めている｡本計画

は公共性が高いが､財政逼迫の状況から政府による予算措置は期待できず､運営費捻出のた

め独立採算制を採用しなけれぱならない｡近年の改革により､籾/米の流通は複雑になり､

本計画による経済効果を判定するのに時間を要し､また選定地域の特性を調べるために､本

格調査が必要である｡

7)フォロー,補足調査の必要性

現時点でADCAによる補足調査の必要性は低いが､ベトナムの社会構造が急激に変化を

していることから､実施に至る期間が長くなった場合､補足調査が必要になると考えられる｡

8)主要施設/機材諸元及び概算事業費

a.輸送機材(圃場⇒ストション⇒市場)･---･----･--1式

b.簡易貯蔵庫---･--･--･-----------1棟

c.小規模精米施設--------･-･---･----1式

d.品質管理･検査機材(計量器,水分計等)･--･----･1式

e.ステーション支援機材(フォークリ7ト,移動コンへ小ア,)1oレット)･････-･-1式

f.管理機材(クィアoライター,卓上計算機)---･--･----1式

g.米副産物加工機材(搾油圧力機,飼料混合機等)--･･-1式

項 目

機材費(100百万円×10ケ所)

設計･施工監理費

合 計

全__墾

1,000 百万円

100 百万円

1,100 百万円

2.1.4 総合所見

紅河デルタ地域はメコンデルタ地域と比較し､農業分野で遅れをとっている｡雇用の3/4を

吸収し､農村経済の中心となっている稲作農家に開発の焦点を当てることは必然的である｡

本計画は地域社会からのニーズに応えるものであり､日本の無償資金援助による早急な協力

が望まれる｡
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図2.1.1籾･米の流通経路

個人農家

精米業者 一(-･

協同組合

請負農家

国営農場

請負農家

中間業者

小売業者

公営農業機械化会社
及び

公営食品加工会社

貯蔵会社

食糧買付所

省食糧公社注3

他省食糧公社

自由市場

国内消費者

注1

精米工場

国営食糧公団
(VINAFOOD)

注2

海外消費者

注1:VINAFOODは南べトナムから北ベトナムに余剰米を搬出している｡

注2:ホーチミン市食糧公社は直接海外に輸出している｡

淫3:公営農業機械化会社及び公営食品加工会社は､組織上省食糧公社の

配下企業であったが､現在独立採算性を採用し､独自の読過程路を開拓できる｡ 凡例:

.….>
籾の流れ

ー 米の流れ
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図2.1.2 事業実施組織図

農業･食品工業省
Ministry of Agriculture and Food industry

農業機械化･電化･食品加工局
Department of Agricultural Hechanisation,

Electrification and Food Processing

省人民委員会

Provincial People's committee

ハノイ中央直属都市人民委員会
ハバック省人民委員会

ハタイ省人民委員会
ナムハ省人民委員会

ニンビン省人民委員会

郡町村人民委員会
District People's committee

事業実施共同協議会
Joint Committee for Project lmplementation

公営農業機械化会社及び食品加工会社
Agricultural Mechanisation Enterprise or Food Processing Enterprise

I)テやックホやン農業機械化会社(∩)イ市トウリエム)
Duch Vong Agricultural Hechanisation Enterprise, Tu Liem, Hanoi

2)タンホン農業機械化会社()1)r)ック省ティエンリン)
Tan tlong Agricultural Hechanisation Enterprise, Tien Son, Ea Bac

3)シやヤトウイ農業機械化会社(八)イ市シナヤラム)
Gia Thuy Agricultural Hechanisation Enterprise, Gia Lam, Hanoi

4)チャイチャン農業機械化会社(ハ)イ市フ小7ウンティエウ)
Trai Trang AgricLlltural Mechanisation Enterprise, Vu Phung Thieu, Hanoi

5)ビンミン農業機械化会社(八タイ省タインオアイ)
Binh ltinh Agricultural hechanisation Enterprise, Thanh Oai, Ha Tay

6)フォントウ農業機械化会社川タイ省ウンホア)
Phong Tu Agricultural Mechanisation Enterprise, Uns Hoa, Ha Tar

7)ホアマック食品加工会社(ナムハ省テやゥイティエン)
t[oa Mac Food Processing Enterprise, I)uy Tien, Nan fla

8)ナムタイン食品加工会社(ナムハ省ナムニン)
Nam Thanh Food Processing Enterprise, Nan Ninh, Natn na

9)本アンリン食品加工会社(ナムハ省シュアントウイ)
Hoang Son Food Processing Enterprise, Xtlan Thuy, Nan Ha

10)キムチン農業機械化会社(ニンビン省キム1)ン)
Kim Chinh Agricultural Mechanisation Enterprise, Kin Son, Ninh Binh

注意:那町村人民委員会は､省人民委員会の配下に属し､意思決定権を有さないため､

事業実施に当たっては｢事業実施共同協議会+にオブザーバー参加とする｡
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国名:べトナム社会主義共和国 案件名:国立野菜･果実研究所改善計画
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20 2 国立野菜･果実研究所改善計画

20 2｡ 1経緯･背景

農業･食品工業省主導による『国立野菜･果実研究所設立計画』が事業費総額1億円で1 9 9 0年1 1月着工､

1 9 9 1年1 2月完工した｡当研究所は野菜･果実に係わる①生物化学､ ②育種､ ③栽培､ ④防除及び⑤土壌･

植物栄養の5部門をか〈-するヴュ国に於ける初めての野菜･果実研究所である｡建物､敷地及び道路はヴェ国

政府により既に建設されているが研究に必要な機材が未整備となっているo ヴュ国は野菜･果実の著しく拡大し

ている内需と輸出を可能とする産業開発に適した自然と社会条件に恵まれており､野菜･果実の振興が農家収入の
増大と農村居住者の生活水準を向上させるものであり､国民の栄養水準向上に貢献するものである｡

ヴュ国に於ける栄養学的特徴はカロリー摂取量の低さにある｡ 政府統計によるとカロリー摂取量の8 0%以

上を炭水化物にたよっており､近年になり野菜･果実が栄養改善に極めて重要なものと認識されてきている｡ 栄

養不良は蛋白質摂取やカロリーの不足によるものばかりでなく､常食のどタミンやミネラルの摂取不足にも起因し

ている｡ 野菜･果実の増産は国民の栄養改善に貢献するものであり､野菜･果実の生産を飛躍的に高める為には

一層の研究投資が不可欠なこと､更に科学技術教育及び訓練が重要であることをヴュ政府は十分認識している｡
しかしながら技術教育者､技術ノウハウ､教育訓練施設の不足等の問題解決に直面している｡ 本計画は質的･量

的に野菜･果実増産に直接効果を与えるものであり､ Eg内需要の充足､栄養改善､外貨獲得機会の創出､持続的社

会的経済的利益をもたらすものである｡

環在下記の如き問題点の早急な解決に直面しており: -

(1)野菜･果実の栽培面積の少なさ

(2)栽培の季節的制限

(3 )病虫害及び不適切な加工/貯蔵技術

(4)大きな収穫後損失

対処策として適正な改良品種の栽培が計画されている｡

本計画の管掌政府機関は農業･食品工業省であり､支援機関はヴェトナム野菜･果実公社(ⅧGETEXCO -
vietnam National Vegetable and Fruit Corpration)で､実施機関は同公社傘下の国立野菜･果実研究所である.

ヴェトナム野菜･果実公社(資本金3千億ドン)は1 9 5 9年設立され､本部は首都-ノイのTRUNG TU, DONG

DAにあり､ -ノイ､ダナン及び､ -ノイ､ダナン及びホーチミンの3ヵ所に輸出入会社及び支店を有するヴュ国
に於ける代表的機関である｡下記の如き野菜､果実､香辛料の生産､加工及び1 0 0ヵ国を越す全世界市場への輸

出入を行っている｡

-1 生 産

ヴェトナム全土に合計4万ha, 28ヵ所の農場を径冒している｡ 栽培作物はパイナップル､オレン

ジ､レモン､バナナ､落花生､ライチ-､魂豆､胡麻､野菜､ゴム､茶､コーヒー等多岐にわたっている. 更に

水牛､乳牛､豚､鶏等畜産も行われている｡

-2
加 工

傘下に下記農産物を加工する1 5ヵ所の工場を有している｡

*缶詰め(果実､野菜､肉､魚)

*冷凍品(果実､野菜､肉)

*乾燥品(果実､野菜)

*香辛料(唐辛子､大蒜､しょうが､ウコン､カシア､胡椴)

*塩浸け､漬け物品(胡瓜､茸等)

*濃縮果汁(マンゴ､ピューレ､バナナ､パイナップル､パパイア)

*包装資材(鋼製缶､木･カートン製箱､ P. E.及びP. P.袋､ラベル等)

-3 輸出入

輸出品目は生鮮果実(バナナ､パイップル､オレンジ､ライム･メロン､グレープ･フルーツ､マンゴ､

パパイア､ライチー､ロンガン､西瓜)
､生鮮野菜(キャベツ,キュウケイカンラン､人参､ジャガイモ､トマト､
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胡瓜､玉葱､カリフラワー､大蒜､糸瓜､茄子等)
､果実･野菜缶詰(シロップ浸け=輪切りパイナップル､角切

りパイナップル､雑切りパイナップル､バナナ､マンゴ､パパイア､ライチー､パイナップル入りランプ一夕ン､

混合パパイア･パイナップル､混合バナナ･パイナップル等､ネクタージュース‥バナナ､パピア､マンゴ､パイ

ナップル･ジュース等､その他缶詰‥竹の子､胡瓜漬け物､もやし漬け物､練りバナナ､オレンジ･ -マレード等)

､冷凍品､塩浸け品(胡瓜､茸､生が､あんず等) ､香辛料(黒胡敵､乾燥しょうが､乾燥輪切りしょうが､しょ
うが粉､乾燥コウリョウキョウ､乾燥ウコン､乾燥ウコン粉､乾燥大蒜フレーク､大蒜粉､乾燥唐辛子､唐辛子粉､

乾燥茸､乾燥バナナ等)
､装飾用(植物及び生花)及び野菜種子である｡輸入品としては野菜･果実用加工消毒

薬品及び野菜種子があり､輸出用野菜･果実加工分野に於ける外国企業との協力並びに合弁企業の設立がある｡

-4
科学技術研究センター

新品種､新製品､包装資材及びラベルの改善の為の野菜･果実研究所と多くの試験場があり､径済情報

と技術･科学職員向け訓練も行っている｡

-5 主要プロジェクト

当該公社は下記プロジェクトを企画推進している｡

表2｡ 20 1 ヴェトナム野菜･果実公社合弁プロジェクト

計画地区 栽培面積 加工能力

1)パイナップルの生産･加工 カンビン､カントリ

､チェアティエン
紅河デルタ

1-1｡5万ha 4工場､5万トン/

年

15万トン2)輸出バナナ生産 5千ha

3)ダナン州パイナップル生産･加工 カンナム 5千ha 10万トン/年

4)タンホア州パイナップル生産･加工 ニンビン 5千ha 1万トン/年

5)オレンジ生産 ゲアン州ギアダン 1万ha クロア港からの生鮮

オレンジ加工･輸出

1万トン/年6)ライチー･ロンガンの生産･開発 -イブン､-バック 5千ha

7)冷凍施設､野菜壱込み施設､輸出港設 ホーチミン市タンチ

立 エアンドン､ゲアン
州クアロ､-イホン

市ベンビン

2｡ 20 2 地区概要

ハノイ近郊TRANQUI, GIA LARに総敷地面積1 00haと3階建て上屋を有している｡ 電気､水､接近道

路等基本インフラに問題はない｡

20 20 3 計画概要

1)事業内容

グリーン･ -ウス並びに野菜･果実試験加工場等若干の施設と試験･研究活動を支援する科学機材の整備o

2)事業の意義

a.短期的目標
①野菜･果実生産を制約している環境調査のための機材の整備

②ヴェ国に於ける副食物生産の基盤拡大､人口増大に対応する栄養改善､野菜果実の増産及び質の向

上のための適正技術の開発･普及

b.中長期目標
①国内需要の振興

②国民の栄養改善

③外貨獲得

3)上位計画･長期計画との関係
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1 9 9 3年環在当該計画は農業･食品工業省から優先順位3位以内の計画として国家開発委員会に要請されて

いる｡

4)相手国の関心の程度･内容､案件発掘の背景(倍額ソース)

ここ数年､農業･食品工業省内では高い優先度をもってショート･リストされている｡

5 )当該案件に関して他の援助国/機関の動向

果実･野菜分野に於ける技術的並びに流通的先進専門技術とインドシナに於ける綻験を有しているわが国に対

する援助指向強く､他国への要請は一切無い.

6)期待する次のステップ

国家計画委貞会から高い優先度をもって早急に要請されることが期待される｡

7)フォロー､補助調査の必要性

要請前に必要とされるフォロー,調査事項は特に無しo

8 )主要施設/機材結元

本計画の目的達成のため､下言己施設･機材の整備が必要とされる｡

a.試験･研究用機材｡ 0 0

①生物化学用機材

②育種用機材

③栽培用機材

④植物防疫用機材

⑤土壌･植物栄養用機材

b.実習用機材｡｡｡｡｡｡

C

①圃場管理用機材

②加工用機材

③包装用機材

④虎適用機材

⑤保守管理用機材

施設･設備｡o｡o｡c

①ガラス･-ウス

②ビニール･-ウス

③相 室

(彰藩政施設(50ha)
⑤野菜種子調整施設

(参種子貯蔵庫

1 式

1 式

1 式

2｡ 20 4 総合所見

本事業は計画窪済から市場経済に移行努力中のヴェ国に即刻効果をもたらすものであり､国民栄養水準の改善

と共に直接的間接的に大きな雇用を生み出し､外貨獲得に貢献することが期待されることから､わが国無償資金協

力により早急に実施されることが望まれる｡

-15-



図2｡ 2｡ 1国立野菜.果実研究所泉鞍図

管理部

企菌･振興･予算部

農業一食晶工業省

ヴェトナム野菜･果実公社

Eg立野菜･果実研究所

所長 副所長

生物化学部

青種部

栽培部

技術顧問委員会

植物防疫部

土篭･植物栄養部

穂積･電気ワークショップ

加工部

包装部

議連達済部
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表2｡2｡2ヴェトナム国外国貿易と農業(1976-1990年/a)

1976 1980 1984 1985 1g86 1g87 1988

輸入

米/砕米(千トン) 148 201 322 336 482 504 175

小麦粉(千トン) 248 443 22 28 25 18 123

小麦(千トン) 249 343 15 83 27 /b /b

食用煮物(千トン) 632 887 358 422 528 522 2q8

原綿(千トン) A/a 41 58 50 54 64 rl/a

硫安(千トン) E)5 106 237 176 212 a/a n/a

尿素(千トン) 461 153 492 545 783 rL/a n/a

全肥料(千トン)/c 987 412 1500 1500 2059 1679 a/a

トラック(台)/d 3167 2339 2396 4271 4500 n/a n/a

トラクター(台) 1632 q71 71 548 452 n/a a/a

燃料(千トン)/d 2100 1800 1800 1gOO 2000 a/a n/a

ポンプ(台) 265 188 144 331 630 n/a ∩/a

輸出

米(千トン)/e 5 33 83 59 125 123 97

ゴム(千トン) 33 33 35 36 35 n/a n/a

慕(千トン) ∩/a q.0 ll.9 10.4 ll.I ll.2 1l.0

コーヒー(千トン) a/a 4.0 3,9 9.2 18.8 25.0 30.0

海産物(千トン) n/a 2.7 8.7 10.3 ll.5 a/a a/a

落花生(千トン) 15.9 8.4 48.4 6l.i 86.7 130 180

缶詰め(千トン) 8.2 9.8 17.6 19.4 18.4 22.5 25

冷凍果実(千トン) 0.0 4.0 10.9 13.1 13.7 17.0 17

パイナップル(坐)(千トン) 4.7 4,9 3.6 3.5 0.8 0.6 5

バナナ(生)(千トン) 1l.3 8.2 9.1 1l.7 12.ロ ll.0 20

バナナ(乾燥)(千トン) 0 0 0 1.2 2.1 3.4 4

描(トン) 0 0 65 60 70 86 100

加工肉(千トン) D 0 0 0 5.9 8.8 4

落花生油(トン) D 0 0 0 5.0 3.4 3

ココナツ油(トン) 0 0 0 0 4.5 ll,8 12
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1976 1q8D 1984 1985

I

1986 1987 1988

野菜/果実(坐)(トン)/f D 25 41 35 59 65
i
65

村椿類(トン)

I
8 2.3 3,0 2.5 4.6 6.3 10

/

/

/

/

/

/

農業食品工業省琵計､貿易続計と異なる場合有り

1987-88農業食品工業省続計に間違い有り､ WFP 読計によれば1988年

輸入は30､
-000トン

硫安換算､尿素ほ2 : 1で換箕､口AP 及び配合肥料含む

農業用は20-25%

借米用返済金

玉葱､大蒜一 馬鈴著,人参､胡瓜､南瓜等
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表2o2o 3 国民平均消費量の推定と目標(1980-1995年)

単位: k g/人/午

項目

推定 目漂

1980 1985 1990 1995

穀物 140｡8 156｡3 160｡0 182｡7■

根茎作物(生重) 79｡3 60｡6 58｡9 68｡9

砂糖 2｡6 6｡7 9｡1 12｡5

大豆及び油糧種子 2｡0 4｡0 4｡7 7｡1

野菜/豆類/果実 47｡9 50｡2 64｡4 84｡5

野菜油 0｡0 0｡2 0｡5 0｡7

肉(生重) 7｡2 10｡6 12｡8 14｡8

負 8｡3 12｡2 12｡1 11｡5

ミルク 0｡5 0｡5 1｡2 1｡6

卵 0｡3 1｡0 1｡8 2｡5

出典 『ヴェトナムの農業』ー AICAF, 1991年3月

表2｡ 20 4平均的ヴェトナム人の一日栄養摂取量の実際と計画(1980-95年)

項目 単位 1988 1985 1990 19g5

年平均伸び率

80-85 8ト90 90-g5

カロ7)-kcal/日 l､823 2､025 2､104 2､436 2.1 0.8 3.8

(%/所要2.023kcal/日) (90) (100) (104) (120)

蛋白 gr/日 35 39 42 48 2.3 1.3 3.I

応広 gr/日 12 17 20 24 6.2 3.5 3.8

出典 『ヴェトナムの農業』ー AICAF, 1991年3月
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表2｡ 2｡ 5

ヴェトナム国成人1人当たり1日に供給されるエネルギー(kcal)レベル別の家族分布

地域 母集団( 1500以下 1501､ 180卜 2101- 240卜 270卜 3000

家族数) 1叩0 2100 2400 2700 3000 以上

デルタ 101 5% 15% 23% 27% 24% 5% 1%

沿岸 147 g 18 23 25 14 9 2

山岳 90 2 7 20 13 24 17 17

中部 182 8 21 23 26 12 7 3

平均 520 6 15 22 23 18 lD EI

出典:Tu Giay, N川. Hanoi, 1988

『ヴェトナムの農業』
､ AICAFー1991年3月

1､500kcal/成人/日:色別ほ

1､5DOkcal/成人/日
- 1､800kcal/成人/日:食蔓不足

l.800kcal/成人/日 - 2.100kcal/成人/日:良純界

2､100kcal/正人/日以上:脂
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凡例

図2｡ 20 2 ヴェトナム国主晋作物栽培体系
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国名:ベトナム社会主義共和国 案件名:収穫後処理技活用センター設立計画
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2.3 収穫後処理技術活用センター設立計画

2.3.1 経緯･背景

ベトナムの食糧生産量*1は1980年代から87年を除き着実に増加してきた｡減産となった前

年である86年は北ベトナムでの春の早魅､台風の頻発､病虫害の続行､南ベトナムでの夏の

早厳による被害あった｡ β0年代における食糧生産の成長は､籾の収量の改善によるものであ

る｡化学肥料供給の増加(主に旧ソ連からの援助)､雨季作から冬作･春作への転換､秋作改良

品種の導入によって､ 2.1 ton/haから2.8 ton/baへと増収が達成された｡
注: *1の食糧生産量は､政府機関General Statistical Officeの統計の定義上､穀物(水･

陸稲､コーン､大麦･粟)といも菜(キャッサバ､さつまいも､じやがいも等)から成る｡

しかし､食糧生産は89年より頭打ち状態となり､年率平均2.2%増を抱え典型的なピラミッ

ド型人口構造や第2次ベビーブームの到来を考慮すると､人口1人当たりの食糧生産量(89年3

32.2kg､ 91年320.9kg)が低下傾向にあることは大きな問題である｡これが政府の農業開発課

題の一つに｢食糧の自給+を掲げている理由である.

稲作栽培面積は年間5万haの割合で､主としてメコンデルタにおいて減少する傾向にある｡

その原因は家屋その他の建設や不成功だった干拓事業からの撤退である｡したがって､食糧

増産のためには､ 1)土地生産性の増加(生産の集約化及び多毛作率や収量の増加)､ 2)収穫後

損失の低減が重要である｡前者に関しては､

a.雨季単作を､冬作･春作または夏作･秋作の2作､あるいは雨季作･夏作または雨

季作･秋作の2作とし,冬季を畑作に在り分ける.

b.排水改良や洪水調節により､浮稲品種を高収量品種に置き換えるo

c.化学肥料と農薬の農業投入財使用量を増加する｡

である｡しかし､これらは一体となって改善することが不可欠であり､莫大な投資が必要で

経済的限界があると政府は認めている｡したがって､食糧増産のためには収穫後損失の低減

が重要課題となる｡

団2.3.1食糧生産動向に関する指無比繁

(1976年ベトナム統一次年度を1G)E)とする)
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籾の量的収穫後損失は､本計画の実施機関である収穫後処理技術研究所とFAOの合同調

査によると､総計15%と指摘している｡

①収穫作業中の損失(囲場に残留する籾)･･･････- 1.5%

②脱穀時の損失･--･--------･--･-･ 1.5%

③乾燥時の損失･------･----･---- 2.0%

④貯蔵時の損失-･-----･--･-･---･･･ 5.0%

⑤精米時の損失-･--------･--･--- 5.0%

しかし､この中に輸送時の損失(推定5%)が含まれておらず実質的に20%を超すと推定され

る｡したがって､籾の量的収穫後損失量は次の様に算出される｡

表2.3.1 籾の量的収穫後損失量

損失時期
投入量(Input) 取出量(Otltput) 損失量

備考
(1000ton) (1000ton) (1000ton)

a.籾生産量 19,225

288

1990年

籾換算

b.収穫時 19,225 18,937

c.脱穀時 18,937 18,653 284

d.乾燥時 18,653 18,280 373

e.貯蔵時 18,280 17,366 914

f.精米時 17,366 16,498 868

g.輸送時 16,498 15,673 825

計 3,552

現在､精米歩留は国営食糧公団配下の精米工場で63-65%と推定され､白米単価(普通米,

ハノイ)は2,200ドン/kgであり､これらを基に籾の量的収穫後損失額を推算すると約5兆ドン

に及ぶ｡

損失額(ドン)-損失量(ton)×1000×精米歩留(%)×白米単価(ドン/kg)

=3,552,000×1000×0.64×2,200

-5兆12億ドン

-500億円

更に乾燥､精米､貯蔵過程での質的損失の発生を考慮すると､量的･質的収穫後損失は計り

知れない額となっている｡また､コーン(食用･飼料用)などの米以外の穀物も同様に収穫後損

失が大きい｡

収穫後処理技術の改善は､農業基盤インフラ整備に比べ低コストで広範的な禅益者及び経

済効果をもたらし､精米業､農産物加工業､機械工業等の農村工業の育成(民活)に連なり､

緊急課題の1つであると同時に,当該分野における研究の重要性をベトナム政府は認識して

いる｡
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2.3.2 地区概要

収穫後処理技術研究所本部はハノイ市街ゴクウニンに位置し､主に研究活動が行われてい

る｡本計画サイトである収穫後処茸技術活用センターはハノイ市郊外ヒントウイに位置し､

脱穀機､簡易乾燥施設､個別農家用籾貯蔵庫等の収穫後処琴関連機材の設計･試作が活発に行

われており､全国から視察団(食糧公社を抱えている省人民委員会や郡町村人民委員会など)

が訪れているo 敷地(2,700L712)内には､ 2階建て建物1棟があるo なお､将来的には手狭にな

った本部から研究部門の一部をピントウイに移転するとしている｡

研究の対象となっている主要作物は､米･コーン等穀物､大豆･緑豆･ピーナッツ等豆菜､.キ

ャッサバ等いも類である｡

2.3.3 計画概要

1)事業内容

当該センターの活動に必要な敷地･建物は既にヴュ国政府により準備されており､本計画の目的は当該センタ

ーの拡充に必要な資機材の整備を図ることである.

2)事業の意募

①収穫後処理･流通部門の基礎及び応用研究の強化を図ること｡本研究所が計画して

いる研究内容は以下の通りである｡

表2.3.2 研究計画

研究分野 研究内容

a.植物生理･生化学

b.貯蔵前処理(圃場)

一育成地及び品種毎の籾/米の特性の研究

-穀物の化学成分に関する研究

一穀物の品質の外的要因の影響の研究

一市場(グレード)･調理法･栄養質･食味に関する穀物品質の明確

化の研究･規定確立

一国場での脱穀･乾燥･粗選･選別作業の改善の研究

一穀物乾燥方法の現況調査及び平型乾燥頼･立型通風乾燥機･テン

パリング乾燥機･循環型乾燥機･ローカルメイドの乾燥機の利点

の比較研究

-乾燥過程での穀物損失の調査及び損失低減方法の開発研究
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研究分野 研究内容

c.貯蔵

d.植物防疫

e.精米･カロ工

f.品質管卑･標準化

g.運搬

h.籾殻利用化

i.市場経済

一乾燥境導入に当たっての指針構築の研究

一穀物の乾燥作業の技術的マニュアルの準備

一画場に於ける適正一時貯留技術の開発

一薗場用安価貯留施設の開発

-農家用短中期貯蔵施設の開発

一大容量共同貯蔵施設の開発

-ミニマム･ペスト･コントロールの確立

-貯蔵病害虫発生防護技術の開発

一歩留まり向上技術の改善

一普及精米･精選機の開発

-籾･米品質基準の確立

一籾･米品質管≡埋･検査機器の開発

一籾･米品質管理･検査技術の普及

-包装袋の標準化

-バラ籾輸送技術の開発

一乾燥機熱源としての活用技術

一家庭用燃料としてのクンタン製造技術の開発

一代替土壌への活用技術開発

一価格情報システムの開発

一流遠軽路の改善･整備

3)上位計画･長期計画との関係

経済社会開発5ヵ年計画に掲げられた｢食糧自給+達成の為には穀物収穫後損失防止と品質の向上を目指した

本計画の実施が大きく貢献するものと期待される｡

4)相手国の関心の程度･内容､案件発掘の背景(情報ソース)

農業･食品工業省は本案件をショート･リストに掲げている｡

5 )当該案件に関して他の援助国/機関の動向

わが国-の財政的･技術的援助要請強く､今日に至るまで他国への要請はなされていない｡
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6)期待する次のステップ

国家計画委員会からの公式要請が期待される｡

7)フォロー､補足調査の必要性

要請前に必要な補足調査は特に無し｡

8 )主要施設/機材緒言

本計画の目的達成に必要な資機材は

a

b

C

d

e

f

センター管理運営用資機材.
物部ヒ学分析研究用資機材｡

貯蔵･病害虫研究用資機材｡

精米処理技術研究用資機材｡

品質管理･標準化用資機材｡
副産物有効活用資機材｡ 0 ｡

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

2｡ 3｡ 4 総合所見

収穫後損失は他の近隣諸国に比し高水準にあり､湿潤な気象条件下での米を主体とした農産物の適正な収穫後

処理技術の開発･普及が国家経済発展に寄与することは極めて大きく､わが国政府による無償資金協力による早急

な実施が強く期待される｡
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図2.3.2 収穫後処理技術研究所組織図
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国名:ベトナム社会主義共和国 案件名:植物遺伝資源保存研究部門改善計画
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20 4 植物遺伝資源保存研究部門改善計画

20 4｡ 1経緯･背景

ベトナム経済は伝統的に農業に依存してきた｡ 1 9 9 1年現在農業部門は国内総生産の4 8%､労働就業人

口の7 20/.を占めている｡ 農地は全国土面積の2 0%､ 7百万h aを占め､その内2百万h aが虐政されているo
更に2｡ 8百万haが可耕地で､ 2百万baが潅概可能地となっている｡ しかしながら､農業施設の増設が森

林面積を減少させ､新たに種々の問題をもたらしている｡

1 )品種改良と植物体の研究

植物種子の収集及び保存は1955年農林調査研究所(INSAの一部機関)により始まった｡ 1968-

1 9 8 0年に農林調査研究所は専門分野の拡充を目指し分化した｡ 1 9 8 1年に至り､新品種の評価･増殖を目

的に国立評価･種子採証センター(NCS)が設立された｡ 1 982年にはUNDPならびにFAOの協力のも

と実施された種子増産計画下で中央種子機関(C SA)の設立をみた｡ かかる動向下で北部､中部､南部の3ヵ

所に種子生産拠点が開設され､種籾の選別･増殖が行われた｡保証種子の増殖は各州の種子機関との契約により

実施された｡ 1 9 8 7年に至り､国家科学技術委員会はヴェトナム原産の品種の保存と活用を目指した国家植物

体保存計画の強化に乗り出し､植物体調査研究の中心機関としてヴェ■トナム農業科学研究所が指名された｡

2 )品種改良の必要性と重要性

食糧増産の為には､収量の増大が不可欠であるが近隣諸国に比し籾を除き極めて困発視されている｡ 米以外

の穀物及び園芸作物は高収量品種の開発並びに対酸性土壌､対塩気土壌及び対病品種の開発の立ち遅れが大きく影
響している為である｡ 更に､野菜及び豆類品種の改良が国民の栄養水準の向上に重要な役割を果たすことが期待

されており､品種の改良が急がれている｡

表2｡ 40 1 ヴュ国と近隣諸国との収量比較(1986年)

(トン/ha)

作物 ヴェトナム

中国

(フィリピン
タイ インドネシア ミャンマー

広西 広東 雲南

米 2.8 3.9 4.6 4.2 2.7 2.1 4.0 3.1

玉蛋黍 1.4 1.9 3.2 2.8 1.1 2,4 1.9

キャッサバ 9.1 7.9 12.7 13.3

大豆 0_8 0.7 1.2 1.5 1.3 1.0

落花生 0.9 1.2 1.5 1.0 0.9 1.4 1.6 1.1

棉 0.4 0.3 0.2 0.2 0.3 0.4

ジュート 2.1 3.9 2.0 1.5 1.1 1.0 1.0

砂糖黍 39.7 47.9 38.4 60.2 49.0 47.0 85.0

タバコ 0.9 1.1 1.4 1.6 0.9 1.0

3 )遺伝資源保存の必要性と重要性

ヴェトナムはアッサム一芸南地域と呼ばれる世界的な原種の宝庫である｡ 既に推定7､ 0 0 0種が確認され､

更に5､ 000種が未発見と推定されている｡ 又､ 2､ 300種の植物品種が食糧､木材､飼料､工芸､その他

に利用されているo 多くの花井品種が狭い地域に集中している為数量が少なく､森林破壊の原因ともなっているc

ヴュ国に於ける品種の損失は森林破壊と共に急速に進行している｡ この傾向を和らげ､防止する為に原種の保存
が不可欠となっているo 1 9 9 1年-2 0 0 0年の環境と開発支援国家計画にも部門活動計画として取り上げら
れている｡

2o 4o 2 地区概要

計画地区は-ー･タイ州カン県にあり､主要建造物は既に設置されている｡ 面積は試験圃場を含め2 0 h a

におよび､建物･土地共にI NSAに所属している｡ 電気､水､排水､電話等基盤施設は利相可能となっている⊂

20 40 3 計画概要

130-



1)事業内容

ヴェトナム農業科学研究所(I NSA)は1 2部門と4センターから組織され､当該計画はその内の1部門で

ある植物遺伝資源･増殖部の強化と改善並びに種子銀行設立を目指したものである｡

2)事業の意義

植物遺伝資源の保存は全国農業研究機閲､大学､農学校の研究者に直接役立つばかりでなく､ I N S Aによる

品種改良は関係語械関による普及種子の増殖を通じて農協及び｢般農家に多大な利益をもたらすものであるc 又

本計画は高収量品種の導入による港概農家の収益増大に留まらず､対酸性土壌及び対塩気土壌品種の導入によりメ

コンデルタの農家が恩恵を受けることが出来､対病品種の導入により全農家が大きな利益を受けることが期待され
る｡

3)上位計画･長期計画との関係

原種の急速な損失並びに品種改良の早急な必要性から､優先度はこれまで長期間農業食品工業省内第一位となっ

ている｡

4)相手国の関心の程度･内容､案件発掘の背景(情報ソース)

最優先の関心がもたれている計画であるが､当該機関がわが国援助方式の不慣れから､一層の促進の必要性か

協力を求めてきたものである｡

5 )当該案件に関して他の援助国/機関の動向

遺伝資源保存･品種改良分野に於ける先進国であるわが国-の財政的･技術的麓助を強く希望しており､他の

国際機関並びに第3国への要請は差し控えている｡

6)期待する次のステップ

国家計画委員会(S P C)によるわが国への優先的要請が行われた際に､情報提供による円滑な事業の推進が

期待される｡

7)フォロー､補足調査の必要性

既存施設の詳細な掌握により､所要施設･機材設置面竜との整合性の点検が必要となる｡

8 )主要施設/機材緒言

本計画の目的達成の為､下記施設･機材が必要となる｡

A.科学研究用機材..o o o｡.o.｡o o｡.o｡o l 式

*探索･収集用機材｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡

*品種導入･防疫用機材..｡｡o｡｡o..o..c

*種子保存用機材｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡

*植物体保存研究用機材｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡

*植物体評価用機材｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡

*収集資料管理用機材...｡o o o o..0..｡c

*耕作･収穫後処理用機材o｡...｡o o｡...c

*種子乾燥､包装､低温貯蔵用機材o 0. o.. o. a

*展示用機材o....o｡.o.｡.o｡｡..o o

*共用作業支援機材.o｡o....o..o o..c

*グリーン･-ウス内作業相磯材o a o o o a o o o a

*運営･管理用機材｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡

*整備工具｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡

B.グリーン･-ウス｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡

C.相室｡.o｡.o.0.o o.･o.｡｡o.o.o.

-31-

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式

1 式
1 式

1 式

1 式



D

E

F

G

H

種子貯蔵室｡ ｡ 0 ｡ ｡

更新用電力供給機材｡

更新用給水機材｡ 0 0

更新用感慨機材｡ 0 0

探索･収集用車両｡ 0

1 式
1 式

1 式
1 式

1 式

9)技術協力

積材の運用･維持･管理の為の短期専門家並びに植物､生物化学､増殖､凍結培養分野に於ける長期専門家の

派遣が期待される｡

2｡ 40 4 総合所見

世界的な植物原種の宝庫であるアッサム･雲南地域を抱えるヴェ国が急速に失われつつある原種の保存と立ち

遅れた高収量品種の開発､対酸性土壌品種､対塩気土壌品種､対病品種の開発を指向した本計画の実施に当たり

原種保存並びに品種改良分野で世界の先端を行くわが国に財政的､技術的援助を求めてきたものである｡ 本計画

はヴュ国に留まらずアジア諸国及びわが国にも多大な利益をもたらすものであり､本事業が短期･長期専門家の派
遣を含め､わが国の無償資金協力事業の一貫として早急に実施されることが期待される｡
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図2｡ 4｡ 2 ヴェトナム農業科学研究所･=NSA)組織図
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図2o 4o 1農業食品工業省組織図
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図2｡ 40 3 ヴュ国遺伝資源調査研究全国ネットワーク
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図2. 40 4 植物遺伝資源･増殖帝庶設施設概要
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図2｡ 40 5 植物遺伝資源･増殖部本棟研究室配置図(1階)
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図2. 4. 6 植物退伝資源･増殖部本棟研究室配置図(2階)
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表2｡ 40 2 所要機材一覧

A. EQUIPHENT FOR SCIENTIFIC RESEARCE

IteⅡl No. NaTne Of Facilitie蔓___良 Equipment

Ⅰ. Equipment

II. Equipment

III. Equiprnent

IV. Equipment

V. Equipmellt

V王. Equi叩ent

VII. Equipme11t

for Exploration 良 Collection Laboratory

for Plant lntroduction & Seed 出ealth Lab.

for Seed Preservation Lab.

for In-Vitro Preservation Research Lab.

for Ger皿Plastn Evaluation Lab.

for Data Hanagea)ent Lab.

for Cultivation a Processing

ⅤⅢ. EquipB)etlt for Seed Drying 良 Packing Room

& Cold Storage Area

IX. EquipEnent for

X. Eqtlipment for

XI. Equipd)ent for

‡ⅠⅠ. Equipmerlt for

‡Ⅲ. Equipment for

且erbarium

Co【Ⅰ血On Use Room

Crleenhouse

Administration Sectioh

Work Shop

Please refer to the attaebed ”Appendix 2 Equi叩ent li5t”.

B. CREEhT fIOUSE

I. Greenhouse with temperature and

daylight control, ventilation 200m]

ⅠⅠ. Ordinary Greenhouse with ventilation

C. hTET HOUSE

I. 450rrf x 2.5nH, Stainless steel net

D. SEED STORAGE COHPLE‡

(vtith te叩erature and hutnidity control, steel structure a roof)
i. Short term storage 57.7m7 Ⅹ 2.3nⅡ Ⅹ 2 rooms

I王･ Hediurn term storage 28m] 冗 2.3血H 冗 4 rootns

III･ Drying and packing rooln 56汀f x 2.3mE x 1 room

E. ELECTRICAL PO打ER SUPPLY EQUIP古ENT FOR RENEPAL

I. 560EVA 35EV/400V Transformer

II･ Hain distribution panel

III･ 50KVA x 380V Erlgine generator (with

synchronizer, automatic change over

IV･ Sub distribution
pa占el loo且 x 380V

V. Uiring materials

F. t]ELL

Ⅰ.

ⅠI

iI

IV

V.

UATER SUPPLLY EQUIPHENT FOR'REN耶AL

uell water pump

hTater tovler

h'ater supply pump

打ater
piping皿aterials

Control equipmerlt for pu叩, etC.
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automatic

switch, etc.)

Quantity

1 lot

1 lot

1 lot

1 lot

1 lot

1 lot

1 lot

1 lot

Ot

Ot

Ot

Ot

Ot

2 units

2 units

2 units

1 unit

1 set

1 Set

4 5etS

20 5et5

1 lot

2 units

1
unit

2 units

i lot

i lot



C. iRRIGATIOhl MATERIALS FOR RENEIJAL

item No.

Ⅰ.

ⅠⅠ.

ⅠⅠⅠ.

”. VEHICLES

I.

ⅠⅠ.

ⅠⅠⅠ.

NaE)e
Of
Facilities & EquipJDent

Precasted concrete channel for 2kE) length

tJater gate

CorlneCting materials

FOR E言PLORATION AND COLLECTION OF SEEDS

4 wheel drive car

Pick up truck

motorcycle
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Quantity

1 lot

1 lot

1 lot

2 units

1 unit

5 units



Equipment List

I. Exploration and Collection Laboratory

IteⅡl
.No.

Ⅰ-1

Ⅰ-2

ト3

I-4

Ⅰ-5

ト6

Ⅰ-7

Ⅰ-8

Ⅰ-9

Ⅰ-10

ト11

Ⅰ-12

Ⅰ-13

I-14

Ⅰ-15

ト16

ト17

Ⅰ-18

ト19

Ⅰ-20

Ⅰ-21

Ⅰ-22

ト23

Ⅰ-24

ⅠI Plant

(Seed

II-1

Ⅰト2

Ⅰト3

Ⅰト4

ⅠⅠ-5

ⅠⅠ-6

ⅠⅠ-7

ⅠⅠ-8

Ⅰト9

ⅠⅠ-10

Ⅰト11

1Ⅰ-12

Ⅰト13

Ⅰト14

ⅠⅠ-15

Ⅰト16

Il-17

Name of Equipment

Seed Collection Equipment Set

(Altimeter, Clinon]eter, Binocular, Camera, etC.)
Service ロagon

Eerbarium Haking 王叩1eE)eat

Seed Tray Set

Grain Micrometer

出easuring Tape

Balance Set

Refrigerator

Original Seed Stocker

Al皿inuⅡl Foil Bag

Grain Sample Divider

Grain Shape Tester

Seed Container

Seed Cloth Bag Set

Spattlla Set

Forceps Set

Scissors

Dessicator

Equip皿ent Rack

Seed Specimen Cabinet

Center Table Set with Stool

Side Table Set with Chair

Passport Card Cabinet

Display Board

Introduction and Seed Health Laboratory

Health Exper,imep.t Room)

Sealer

Plastic Bag Set

Balance Set

Refrigerator

lncubator

Drying Oven

Autoclave

Seed Tray Set

Budding Grafting 且it

Labelling / Pritirlg Kit Set

Binocular Stereoscopic Hicroscope
-

Distillation Apparatus

Dry Serilizer Set

Sterilizing Can
-

pH Meter

Glassware (Bottles, Beakers, Flasks,
etc.)

Automatic Glass h]asher
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塾j退出ヱ
1 lot

2 units

3 sets

1 set

3 units

i tlnit

1 lot

3 units

5 tlnits

30 pkt

1 unit

1 unit

10,000 pcs

1 lot

1 set

1 set

5 pcs

3 pcs

1 unit

5 units

1 lot

1 lot

1 unit

1 unit

1 unit

1 lot

1 lot

3 unit

1 unit

1 unit

1 urlit

1 lot

1 lot

1 lot

1 unit

1 unit

1 lot

20 pcs

1 unit

1 lot

1 unit



Ite【I No

1l-18

Ⅰト19

II-20

Ⅰト21

Ⅰト22

ⅠⅠ-23

Ⅰト24

ⅠⅠ-25

Name Of Equipment

Automatic Pipet qasher

Dry Eanger Stand

Drying Rack

Drying Shelf

Glass Rack

Shelf

Lab. Cart

Center Table Set with Stool

II-26 Side Table Set with Chair

(Fungal Inspection Room)

II-27 Hicroscope Set (Binocular Stereoscopic

Hicroscope, Compound Microscope)

Ⅰト28 Incubatoェ,

II-29 Refrigerator

lト30 Jicro甲aVe Oven

II-31 Growth Chamber

II-32 Autoclave

II-33 CleazI Bench

lト34 もalance

II135 Uater Bath

II-36 Stirrer vith 丑ot Plate

lト37 pE heter

Iト38 Rotary Shaker

II-39 Vacuu皿 Filter Set

Iト40 耶 Stand La咋

ⅠⅠ-41 Lab. Cart

Iト42 Side Table Set with Chair

Iト43 Phar皿aCeutical Refrigerator

Ⅰト44 Cbe皿icals

(Bacterial & Vira1 ∫nspection Room)

Il-45 hixer/Hill

II-46 Pipet Aid Vacuua[ Pressure

II-47 班ixer for Flask

I卜48 Colony Counter

Ⅰト49

ⅠⅠ-50

1ト51

Ⅰト52

Ⅰト53

Ⅰト54

Ⅰト55

ⅠⅠ-56

Ⅰト57

ⅠⅠ-58

Ⅰト59

Binocular Stereoscopic 村icroscope

Ultrasonic Cleaner

艮omogerLi乙er

tlot Plate with Stirrer

Bench Centrifuge

lce 班aker

Balance Set

Distillation Unit

Spectrophotometer

Electrophoresis Unit

nultiscan Set
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Quantity

1 unit

1 unit

1 unit

1 tlnit

1 u山t

1 unit

1 unit

1 lot

1 lot

1 lot

1 tlnit

1 unit

1 unit

1 tlnit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

i unit

1 unit

1 set

i unit

1 unit

1 lot

1 unit

1 lot

1 unit

2 units

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 uTlit

1 unit

i urLit

1 set

1 unit

1 unit

1 unit

1 lot



lte【Ⅲ Ⅳo.

Ⅰト60

ⅠⅠ-61

Ⅰト62

Ⅰト63

ⅠⅠ-64

Ⅰト65

Il-66

Il-67

ⅠⅠⅠ. Seed

III-1

ⅠⅠⅠ一2

ⅠⅠⅠ-3

III-4

Ilト5

1Ⅰト6

ⅠⅠⅠ-7

ⅠⅠト8

ⅠⅠⅠ-9

ⅠⅠト10

ⅠⅠト11

Ill-12

Ilト13

ⅠⅠⅠ-14

ⅠⅠⅠ-15

ⅠⅠト16

Ill-17

ⅠⅠト18

ⅠⅠⅠ-19

ⅠⅠⅠ-20

ⅠⅠト21

i1ト22

III-23

ⅠⅠト24

1ⅠⅠ-25

ⅠⅠⅠ-26

王Ⅰト27

ⅠⅠト28

Ill-29

ⅠⅠⅠ-30

ⅠⅠト31

ⅠⅠⅠ-32

ⅠⅠト33

Name of Equipment

Tissue 丘o皿Ogenizer

Liquid Nitrogen Container

Freeze Dryer

Glassware (Adjustable托icropipet,托ultichannel

土icropipet, Tips 良 Racks, e上c.)
Cbemicals

Side Table Set vitb Chair

Pbarmaceutical Refrigerator

Lab. Cart

Preservation Laboratory

p上 Eeter

Ger皿inator

Tray for Germination Test

Hirror Plate

Paper Towel

Jagnifier Set

Grain Hoisture Meter Set

Grain Volume-ロeight Tester

Seed Tray Set

Grain Shape Tester

Drying Oven

Binocular Stereoscopic且icroscope

Grain Hicro皿eter

Ueighing Can

Seed Counter with Aspirator

Balance Set

Tetraz.olium Test 且it Set

Deep Freezer

Alu皿inu皿 Foil Sheet

Silica Gel

Distillation ULlit

Glassware

AuこoDatic Class

Automatic Pipet

Dry Banger Starld

Drying Rack

Drying Shelf

Glass Rack

Shelf

Lab. Cart

Cellter Table

打asher

Washer

Set with Stool

Side Table Set with Chair

tJork Bench Set with Stool
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Quantity

1 unit

3 units

1 unit

1 lot

1 lot

1 lot

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

50 pcs

1 unit

100 pkt

1 lot

1 lot

1 unit

1 lot

1 unit

1 unit

i utlit

1 unit

50 pes

1 unit

1 lot

1 unit

1 unit

70 pkt

20 kgs

1 tlnit

1 lot

1 unit

1 unit

5

1

1

1

1

un

un

un

un

unltS

unlt

lot

lot

lot



ⅠⅤ. in-Vitro

ltezn h'o.

ⅠⅤ-1

IV-2

ⅠⅤ-3

ⅠⅤ-4

ⅠⅤ-5

ⅠⅤ-6

Preservation Research Laboratory

ⅣaⅢe of Equipment

Drying Seriliヱer

Sterilizing Can

Autoclave

ロater Bath

Micro甘aVe Oven

Distillation ロnit

ⅠⅤ-7 Clean Bench

IV-8 Draft ChaⅡlber

IV-9 Balance Set

IV-10 Tube 出ixer

IV-11 Stirrer

IV-12 Auto皿atic Media Dispenser

IV-13 Xicro Filter

IV-14 Hicro Filter Ass'y set

IV-15 pH 古eter

IV-16 Conductivity 出eter

IV-17 Rotary Shaker

IV-18 Incubator

IV-19 Labelling/批iting Eit

IV-20 Freeヱer

IV-21 Hicroscope Set

IV-22 Iemacyto皿eter Set

IV-23 Colony Counter

IV-24 Pot Set

IV-25
･

Program Freezer Set

IV-26 Deep Freezer

IV-27 Stop ロatch

IV128 Glassware

IV-29 Auto皿atic.Glass

IV-30 Autoznatic 'Pi‡5et

IV-31 Dry Hanger Stand

IV-32 Dryirlg Rack

IV-33 Drying Shelf

IV-34 Glass Rack

IV-35 Shelf

IV-36 Lab. Cart

口asher

tJasher

IV-37 Center Table Set with Stool

IV-38 Side Table Set with Chair

lV-39 Culture Shelf

V. GerⅢplasm Evaluation Laboratory

V-1 Salinity Meter

V-2 Tension deter

V-3 Soil Moisture Meter
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Quantity

1 unit

30 pcs

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 lot

1 unit

1 unit

1 unit

50 pkt

1 lot

1 unit

1 unit

i unit

1 unit

1 lot

1 uLlit

1 lot

1 unit

1 unit

1 lot

1 lot

1 unit

1 u【lit

1 lot

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

5 units

1 unit

1 lot

1 lot

6 uTlits

1 unit

1 unit

1 unit



ヱte皿 No.

Ⅴ-4

V-5

V-6

V-7

V-8

V-9

V-10

V-ll

V-12

V-13

Ⅴ-14

V-15

V-16

V-17

V-18

Ⅴ-19

V-20

V-21

V-22

V-23

V-24

V-25

V-26

V-27

V-28

V-29

V-30

Ⅴ-31

V-32

V-33

V-34

Ⅴ-35

V-36

V-37

V-38

V-39

V-40

V-41

V-42

V-43

V-44

V-45

V-46

V-47

V-48

V-49

h'ame of Equipment

Straw Fracture meter

ヨorticultural Lux 出eter

Chlorophyll比eter

Leaf Area 出eter

Plani古eter

pB 出eter Set

Grain 且oisture 土eter

flan° Sprayer

Horticultural Color Chart

Hygro皿eter

lnfrared 王Ieat Detector

Test Rice ∑usker Set

Electric Grinder

Seed Tray

Stirrer

Oven

Analytical Balance Set

Refrigerator Set

Binocular Stereoscopic Microscope

Deep Freezer

Auto 出ortal Grinder

Centrifuge

Hicro Hammer Cutter Hill

Hot Plate

Rotary Evaporator

Microwave Oven

AtltOClave

Draft Chamber

Ejeldabl Apparatus Set

Soxhelt's.App_aratus Set

Electrophdres'is EquiptBent

Ultrasonic Cleaner

Centrifuge Tube Balance

Auto Still Set

Thermo 出agnetic Stir

Bunsen Burner

UV Light Plate

Incubator

Glove Set

Heavy Filter Paper

Staining Tray

Staizlirlg Tray Rack

Oil Content Analyzer

Glassware

Dry EaTlger Stand

Drying Rack
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Quantity

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 tlnit

1 lot

1 unit

2 units

1 tlnit

1 unit

1 unit

1 lot

1 unit

50 pcs

1 ullit

1 unit

1 lot

1 lot

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

i unit

i unit

i tlrlit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 lot

1 unit

2 units

2 units

1 unit

1 lot

500 pkt

100 pkt

1 unit

1 unit

1 lot

1 unit

1 unit



Item h'o.

V-50

V-51

V-52

V-53

V-54

V-55

V-56

V-57

V-58

ⅤⅠ.

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Data

-1

-2

-3

-4

-5

-6

-7

-8

-9

Name of Equipa)eat

Drying Shelf

Class t!ack

Shelf

Lab. Cart

Center Table Set with
Stool

Side Table Set t～･ith Chair･

Chemicals

Automatic Class Washer

Automatic Pipet Pasher

出anagement Laborat.ory

Jicro Computer Set

Table Set with Chair

Paper Set

Cabinet Set

Stencil Cutter

Printing Hachine

Paper Cutter

Binder

Paper Drilling Machine

VrI. Cultivation & Processing

Ⅴ王ト1

VII-2

VII-3

VIト4

VIト5

†ⅠⅠ-6

†ⅠⅠ-7

VIト8

VII-9

VIト10

VIト11

VIト12

VII-13

VIト14

VII-15

VII-16

VII-17

VII-18

Vlト19

VII-20

VI卜21

Hiniture Thresher

hand Maize Thresher

Doekage Tester

Seed Counter yvith Aspirator

Air Screen Cleaner

Sieve Set

Seed Tray Set

Grain Moisture Meter Set

Seed Blower

Electric Top Pan Balance

Seed Cloth Bag

Seed Sac)plc Pan Set

Spring Scale

Fumigation Box Set

Gas Mask

Gas Detector

Gloves

Pork Bench Set with Stool

Shel一

Cabinet

Fumigat'ion Chemicals

-46-

Quantity

1 unit

1 unit

5 units

un

lo

lo

lo

unl亡

unit

2 lots

1 lot

1 lot

1 lot

1 unit

1 unit

1 tlnit

1 unit

1 unit

1 uni

1 uni

1 □ni

1 uni

1 uni

1 lot

1 lot

1 lot

1 uni

1 tlni

5 pkt

1 lot

1 uni

1 lot

2 lot

1 uni

5 pai

1 lot

1 uni

1 uni

1 lot

t

t

S

i

S

t

rS

i

亡



Ⅷ.Seed Dryirlg 良 Packing Room a Cold Storage Area

lte【n h'o.

Ⅶ卜1

Ⅷ-2

Ⅷ-3

Ⅷ-4

Ⅷ-5

Ⅷ-6

Ⅶト7

Ⅷ-8

Narne
of
Equipment

Sealer Set

Aluminud) Foil Bag Set

Plastic Bag Set

Labelling/Writing Kit Set

Seed Sample P己n

Lab. Cart

hTork Bench Set with Stool

Seed Tray Set

Ⅷ-9 Stepladder

Ⅷ-10 Seed Bottle Set

Ⅷ-11 Siliea Gel

Ⅶト12 Seed Dryer

l‡. Eerbariu:I

IE-1 Shelf

I‡-2 Pork Bench Set with Stool

I‡-3 Stepladder

‡. Cotntnon tlse Room

‡一1 Growtb CbaⅢber

‡12 Centrifuge (Medium Speed, High Speed)
1'-3 h7aste恥ter Treatnent Apparatus

‡-4

‡-5

‡-6

Hand Tractor Set

Power Tiller Set

Platfor皿Seale

‡Ⅰ. Greenbouse

‡ト1 Pot Set

‡ト2 Portable Soil Sterilizer Set

‡ⅠⅠ. Administration Section

‡Ⅰト1 Photo Copying出achine Set

‡Ⅰト2 Typewriter Set

‡Ⅰト3 Computer Set

‡Ⅰト4

‡Ⅰト5

ⅠⅠト6

‡ⅠⅠ-7

‡Ⅰト8

XII-9

XIト10

X!ト11

ⅩIl-12

XII-13

‡Ⅰト14

Cabinet for Data Books

Slide Projector Set

Overhead Projector Set

Video Camera

Video Ca55ette Recorder Set

Video Television Set

Hicrophone Set

AE)Plifier

Speaker

Thermobygrograph

Calculator
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Quantit)

1 lot

1 lot

1 lot

I lot

50 pcs

1 unit

1 lot

1 lot

1 unit

1 lot

1000 kgs

2 units

3 units

1 unit

1 unit

1 unit

2 unit5

1 unit

i lot

1 lot

1 unit

1 lot

1 unit

1 lot

1 lot

1 lot

1 unit

1 lot

1 lot

1 unit

1 lot

1 unit

1 lot

1 unit

1 pair

2 units

6 units



‡Ⅲ. ”.ork

ltem h'o.

‡Ⅲ-1

‡Ⅲ-2

‡Ⅲ-3

‡Ⅲ-4

ⅩⅢ-5

‡Ⅲ-6

ⅩⅢ-7

XⅢ-8

‡Ⅲ-9

‡Ⅲ-10

‡Ⅲ-ll

‡Ⅲ-12

‡Ⅲ-13

‡Ⅲ-14

‡Ⅲ-15

ⅩⅢ-16

‡Ⅲ-17

‡Ⅲ-18

‡Ⅲ-19

‡Ⅲ-20

‡皿-21

Shop

Name of Equipment

C□rrent Calibrator

Electronic Tool Kit

Refrigeration Tool Kit

Tester

Tachometer

Digital Cla叩Meter

Osciloseope

Electronic tねtt 九eter

Soldering/Desoldering Station

Battery Charger

汁icrowave Iモadiation

Hicro岬aVe Radiation

Leak Detector

Alert Honitor

Gas Detector

Eygrothera)oⅡ)eter

Glass Blowing Eit

Carpenter's Tool Eit ■

占echanic Tool 且it

Electrician●s Tool Eit

tiTork Bench

Tool Cabinet

Stand Fan

Qqantity

1 urlit

1 lot

1 lot

I unit

1 unit

1 unit

1 llnit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 unit

1 lot

1 lot

1 lot

1 lot

1 unit

1 unit

1 unit
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3.1 調査団貞

大部史造

田村 栄

新井伸一

3.2 調査日程

日噸

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

(秩)三祐コンサルタンツ

(秩)三祐コンサルタンツ

(秩)三祐コンサルタンツ

5月15日(土)

16日(日)

17日(月)

18日(火)

19日(水)

20日(木)

21日(金)

22日(土)

23日(日)

24日(月)

25日(火)

26日(水)

27日(木)

28日(金)

29日(土)

30日(日)

31日(月)

取締役(現地参加)

東京支社技術部 参事

東京支社技術部

行

移動(成田⇒バンコク)

移動(バンコクヰハノイ)

農業･食品エ某省ヘ表敬訪問､国際協力局と協議

大使館へ表敬訪問

農業科学技術研究所と協議､計画予定地視察

収穫後処理技術研究所と協議､計画予一定地視察

野菜･果実研究所と協議､計画予定地視察

農業･食品工業省 農業機械化･電化･食品加工局と協議

資料整理

タイピン省内農業機械化会社視察

大使虎ヘ報告

移動(ハノイ⇒ホーチミン市)

現地調査

現地調査

現地調査

移動(ホーチミン市一>ノミンコク)

移動(バンコク一事成田)
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3.3 調査団訪問先及び面談者

(1)農業･食品工業省(″inistry of Agriculture and Food industry)

hr. Nguyen Van Phuoc

Hr. Nguyen Quoc Oat

国際協力局局長

同局専門家

(2)へやトナム農業科学研究所(Vietnam Agricultural Science lnstitute)

Prof. Dao The Tuan 所長

Prof.I)r. Nguyen fluu Nghia 副所長

(3)収穫後処理技術研究所(Post-barve5t Technology lnstitute)

Prof.Dr. Le Doan Dien 所長

(4)へ.けム野菜･果実公社(Vietnam National Vegetable and Fruit Corporation)

Dr. Le Ngoc Sau

Dr. Le PbaⅡl †rung

総裁,野菜･果実研究所所長兼任

国際協力部部長

(5)野菜･果実研究所(Vegetable and Fruit Research lnstitute)

Prof.Dr. Tram The Tuc 副所長

Dr. Dinh The Bao 副所長

Eng. Nguyen Trong The 科学管理部部長

(6)農業･食品工業省 農業機械化･毛化･食品加工局

(DepartTnent Of Agricultural Hechnisation, Electrification and Food Processing,

Hinistry of Agriculture and Food lndustry)

Eng. Nguyen Ngoc Khanh 局長

Hr. Pham Dinh Lan 同局専門家

Hrs. Ngtlyen Thi Thanh Van 同局専門家

(7)クイン7o農業機械化会社(Agricultural Hechanisation Enterprise of Quynh Phu District)

Hr. Le Van Canh 所長

(8)ヒ小ンロン農業合作社(Vinh Long Agricロ1tural Cooperative)

世r. Phan Htlng Long 代表
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(9)サテ1'ック農業合作社(Sa Dec Agriculttlral Cooperative)

廿r. Ngo Hinh Nghia 代表

(10)ロンシュイェン農業合作社(Long Xuyen Agricultural Cooperative)

Hr. Due The Nguyen 代表

(ll)在へ小けム日本大使館

奥平 浩 氏 二等書記官
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3.4 収集資料リスト

①Develop皿ent Co-operation Vietnam 1991 Report, Jan,'93, UNDP

②Economy of Vietnam Reviews and Statistics, 1992, Dr. Tram Eoang Kin

@Report on the Economy of Vietnam, Dec,'90, DNDP
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3.5 現地写真
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(1)紅河デルタ地域米収穫後処理･流通改善計画
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⑳公営農業横械化会社の

穀物倉庫

②公営農業機械化会社の

トラクター･ステーション

③町中の種版亮店



(2)国立野菜･果実研究所改善計画

F;

I:i

要

賢r

■■叩

④本館(3階建て)正門

(1992.12完成)

⑤本館及び果実･野菜

加工棟

(機材は整備きれてい

ない)

⑥試験圃場及び揚水施設



(3)収穫後処理技術活用センター設立計画

ll

t■

柑;;I:童貞

礼
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覧撃

≡i
■′‾可
r■

也

⑦収穫後処理技術活用セ

ンター

⑧研究所が開発した

乾燥施設

(連日視察団が訪問

している)

⑨本部研究室



(4)植物遺伝資源保存研究部門改善計画

⑳農業科学研究所付属

植物導入育種棟(遠方)

(旧ソ連による援助で

建設されたが機材は

ない)

⑬農業科学研究所本絹の

研究室

⑫試験圃場(30ha)
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